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1. はじめに 

 現代での日本の社会資本ストックは長期併用の弊害となるのは人口減少に伴う技術者の低下や財政逼迫に

よる設備点検や補修補強が十分に実施できていないことにある.これらの事象は経済活動の低下や第三者被害

への影響が断続的に高まっていることを示唆している.大量にストックされた既設コンクリート構造物の迅速

な検査や評価手法が期待されており,したがって限られた予算と人材の中で,簡易で精度の高い非破壊試験と

短時間に維持管理手法が取得できる評価指標の確立が急務であると考えられる. 

現在,JIS（日本工業規格）では,コンクリート内空気量は 4.5%±1.5%である.しかし,実際の打設時にはバイ

ブレーターを使い充填を行う.この時コンクリート内空気量の減少が考えられる.本研究では JIS で指定され

ている基準の最低空気量（3.0％）を基準とし打設時に空気量が減少することを仮定とした試験である.また,

凍結融解試験では最低温度を-24℃にして試験を行う.これは,日本の環境下において-24℃以下になる環境は

少ないものの世界的に見たときには-24℃以下に達するケースも少なくないことから,そのような環境を想定

し試験を行った. 

また,本研究では凍結融解試験を行い,任意の相対動弾性係数で試験を終了させ,非破壊試験を行いその数値

と相対動弾性係数との相互関係を導き,非破壊試験での既設構造物の耐久性診断に応用するための基礎的研究

である. 

2. 試験概要  

 凍結融解試験を行う.任意の相対動弾性係数で試験終了とする.

その後,超音波伝達速度試験での測定を行い,劣化度合いとの検討

を行う. 

2.1 使用材料および配合・養生条件 

 配合は表-1に示す.また使用材料等は表-2に示す. 

また、養生条件は水温 20℃の水中養生槽に材齢 27 日間水中養生を

行ったものとする. 

2.2 測定項目 

(1) 一次共鳴振動数・質量測定 

 一次共鳴振動数は JIS A 1127:2010「共鳴振動によるコンクリート

の動弾性係数,動せん断弾性係数および動ポアソン比試験方法」

に準拠する. 

 (2) 超音波伝播速度 

ひび割れや劣化度合いを測る際に用いられる試験．本研究では

直接法と表面法で測定を行う. 
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表-1 配合表 

表-2 使用材料 

太平洋セメント㈱製「普通ポルトランドセメント」（密度=3.16g/cm3)

【使用材料】

ＢＡＳＦジャパン㈱製AE剤Ⅰ種「マスターエア303A」

上水道水

ＢＡＳＦジャパン㈱製AE減水剤標準形Ⅰ種「マスターポゾリスNo.70」

東京都青梅産砂岩砕石 (表乾密度=2.66g/cm3、吸水率=0.53%、MS=20)

静岡県大井川水系陸砂 (表乾密度=2.58g/cm3、吸水率=2.15%、FM=2.68)
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3. 試験結果 

3.1 相対動弾性係数と質量減少量 

 水セメント比が多くなるごとにコンクリート内には質量が停滞,または増加していることがわかる.これは,

凍害によりスケールクラックの数が多くなり,その空隙に水分を保水していると考えられる. 

 

 

 

3.2 相対動弾性係数と超音波伝播速度 

 図-4のグラフを検討した際,Red＝80%～60%までは対照的なものとなる傾向があるように見える.しかし, 

それ以降は数値のばらつき,相互関係の検討は困難と言える. 

 

 

 

まとめ 

 本研究では,相対動弾性係数と超音波伝播速度の関係を見るうえで水セメント比 55%の劣化傾向と超音波伝

播速度の上昇には関係が考えられた.また,他の水セメント比は質量減少量から推測し,コンクリート内に水分

を保水し,測定の誤差が生まれている可能性があると考えられた. 
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図-1相対動弾性係数と質量減少量 

 

 

図-4 相対動弾性係数と超音波伝播速度 
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